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・ JBAビジネスセミナー開催のお知らせ

10月15日（月）の1:00PMよりカリフォルニア州、トーランスにてJBA(Japan Business Association*)主

催のビジネスセミナーの講師をIIJの開発技術者が担当いたします。

昨年来、ボットネットから送信される迷惑メールの急激な増加によるメールシステムの停止や、メール経由

での情報漏えいなど、メールセキュリティ対策はますます重要かつ複雑になってきています。

IIJの開発技術担当者が、10月にワシントンDCで行なわれるMAAWG*会合参加後、その会合のリポートを、

また、企業を脅かすメールのリスク、迷惑メール対策などのメールセキュリティの実際を長年の運用実績を

基に、運用面での問題点と対策や、最新動向と併せてご紹介致します。皆様のご参加を心よりお待ち申し上

げております。 

 

 

お申し込み及びお問い合わせはこちらから http://www.jba.org/event/index.aspx 

または、JBA事務局　森までお願いいたします。 mori@jba.org 
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インターネットが我々のコミュニケーションのあり方を大きく変えた。ここでは、場所・時間・コスインターネットが我々のコミュニケーションのあり方を大きく変えた。ここでは、場所・時間・コス

トを文字通り「超越」し、情報通信の新時代を切り拓いたインターネットの近未来を展望してみたいトを文字通り「超越」し、情報通信の新時代を切り拓いたインターネットの近未来を展望してみたい

と思う。 と思う。 

インターネットに代表される情報通信ネットワークの登場・普及によって、近

年、急速にコミュニケーションの利便性が向上し、その多様化が進みました。

今や人々は、全世界のあらゆる場所で、何時でも、自由に、様々な形態でコ

ミュニケートできつつあります。

それでは、なぜ、インターネットの登場が、コミュニケーションのあり方をこ

れほど大きく変えたのでしょうか。それは、インターネットが、従来のコミュ

ニケーション・メディアとは全く異なる特質を持つためです。具体的な違い

は、

（１）デジタル化により、あらゆるコンテンツを扱えるようになった、（１）デジタル化により、あらゆるコンテンツを扱えるようになった、

（２）複製が容易になった、（２）複製が容易になった、

（３）あらゆる場所から場所へ、高速かつ容易に情報を発信できるようになった、（３）あらゆる場所から場所へ、高速かつ容易に情報を発信できるようになった、

以上の三点です。

まず（１）ですが、デジタル情報処理技術の進歩によって、文字・画像・音声・動画といった様々なコミュ

ニケーション・コンテンツを、「デジタル」という一つの方式で処理できるようになった、と言い換えられ

ます。これによって、文字か画像かなど、コンテンツの形態を意識せずにコミュニケートできるようになっ

たのです。

インターネット上の便利なアプリケーションとして利用されている電子メールシステム。これが今、インターネット上の便利なアプリケーションとして利用されている電子メールシステム。これが今、

迷惑メールによって、崩壊の危機に瀕しています。IIJでは，正しいメールをきちんと送受信できる迷惑メールによって、崩壊の危機に瀕しています。IIJでは，正しいメールをきちんと送受信できる

環境を維持するため、技術開発を行い、業界との連携を深める努力を進めています。ここではそれら環境を維持するため、技術開発を行い、業界との連携を深める努力を進めています。ここではそれら

の活動の一端をキーワードから読み解いていきます。の活動の一端をキーワードから読み解いていきます。 

とは、広告宣伝などを目的として、受信者が望まな

いのに大量に送られてくるメールのことを指します。最近では、迷惑メー

ルはスパム(spam)と呼ばれるようになりましたが、これは英国のコメディ

番組に登場した缶詰食品を語源としています。缶詰の発売元であるホーメ

ルフーズ社は、登録商標しているスパムとspamメールを区別するために、

缶詰の方をSPAMと大文字で表記することを推奨しています。迷惑メール

は、ここ数年さらに増加する傾向にあります。ですから、何らかの対策を

施さずに、携帯電話やPCなどでメールを利用することは、もはや不可能に
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施さずに、携帯電話やPCなどでメールを利用することは、もはや不可能に

なってきているのではないでしょうか。 
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